
フェアリーは白蛇の持つリンゴが欲しいと思いました。 

「蛇さん、リンゴをくださいな」 

「何をおっしゃるお嬢さん、これは特別なリンゴなのだよ」 

それでもフェアリーはどうしてもリンゴが欲しいと思い、 

帰路の中たくさん考えました。 

そして翌日再び蛇の元へ訪れました、片手には大切な羽を持って。 

「蛇さん、私の大切な美しい孔雀の羽とリンゴを交換して下さいな」 

これは大変美しい、交換する価値があると蛇は言い、 

フェアリーは平和な交渉でリンゴを手に入れる事が出来ました。 

等価交換
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